
トラフグ産卵場マップ 

・春に生まれたトラフグ（日本海・東シナ海・瀬戸内海系群）の仔稚魚は産卵場周
辺を成育場とし、成長に伴って広域に移動すると言われていますが、本マップで
は地元などを中心に「産卵場」と言われている海域を地図にまとめました。 

・寄せられた情報の中には、昔からの言い伝えなど必ずしも根拠が明確でないも
の、産卵場があったとされる年代が分からないものも含まれています。 

・今後、新しく寄せられた情報があったり、訂正があった場合は順次、改善してい
くこととしています。そして、調査研究が進むことでこれらがより明確にされていく
ことが期待されます。 
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敦賀湾～越前岬沖海域 
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○八郎潟沖（秋田県） 
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○七尾湾（石川県） 
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○敦賀湾～越前岬沖海域（福井県） 
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○若狭湾西部海域（京都府） 
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・５～６月に当該地区の定置網に成
魚とみられるトラフグが入網する。 
・漁業者の話では、６～７月に腹部が
小さくなった成魚がみられる。 
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４月から５月にかけて定置網漁
業で比較的熟度の高い親魚が
漁獲（その後、一部再放流） 

萩市地先 

○萩市地先（山口県） 
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○関門海峡周辺・周防灘周辺（山口県・福岡県） 

トラフグ卵出現定点 
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○防府市地先（山口県） 

防府市 

４月から５月に２キロから３キロの
トラフグが50～60尾、小型定置網
に入網 

防府市地先 
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○布刈瀬戸（広島県） 
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○備讃瀬戸（香川県・岡山県） 
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過去に漁場として聞いたことがある 

小豆島 

漁場（４月～５月） 
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○福岡湾口（福岡県） 

玄界島 

福岡市 

福岡湾 
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○有明海、大村湾（長崎県） 

近年、産卵場とし
ての機能はないと
判断 

大村湾口 

現在も親魚を対象
とした漁場が形成 

有明海湾口 

（産卵回遊）２～３月には橘湾に来遊
し、早崎瀬戸を通って４月には湾口付
近に来遊、反時計回りに回遊し、５月
以降に湾外へ移動。以前は湾口付近
だけでなく湯島を超えて湾奥部にも来
遊していた。 
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０～５ｍ 砂泥 

０～20ｍ 砂泥 

○八代海（熊本県） 
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３～５月に漁場形成の情
報（釣り）。併せて文献で
もこの辺が産卵場とされ
ている 


